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問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

本町は直下型地震が道内で最も多い地域
地震に対する備えを万全にしましょう

防災ワンポイントコーナー

　９月１日は「防災の日」です。防災の日の由来をご存じですか。
　1923年（大正12年）９月１日午前11時58分44秒、相模湾で大地震が発生。関東一円で死者・行方不明者合わせて14万人
超の大災害となりました。また、1959年（昭和34年）９月26日～27日には伊勢湾台風が発生。近畿、東海地方を中心に
死者・行方不明者5,000人以上という大きな被害となりました。
　これらにより、関東大震災が起きた９月１日を、地震のみならず台風や自然災害に備えるための重要な日として、
1960年（昭和35年）に内閣閣議において「防災の日」と制定しました。
　道東では、千島海溝・日本海溝型の地震が、釧路・根室・十勝沖で頻発しています。1993（平成５）年の釧路沖地震では、
本町も道路や家屋に被害が発生しています。また本町は、内陸型地震（直下型地震）の発生件数が道内で最も多い地域
だといわれています。地震は、いつ発生するかほとんど予測がつかない自然災害です。そのため、家庭で普段から予防
対策と避難準備品の整備をしておくことが重要です。
　詳しい対応や非常時の持ち出し品などは、町公式ウェブサイト「くらしの情報－防災・安全・気象情報」か「弟子屈町
防災ガイドブック」の12～16ページでご覧いただけますので、今一度ご確認ください。

問い合わせ先／川湯小学校☎４８３‐２０４１

地域参観日のご案内
９月２日㈬　13時35分～14時20分

５時間目に公開します。

どうぞ、お気軽にご来校ください。おじいちゃん、おばあちゃん、おじさん、おばさん…おそろいで!!
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　北海道防災マスター認定研修会が、10月31日㈯に釧路市消防本部で追加開催されることになりました。（広報てし
かが８月号で、10月24日㈯（十勝総合振興局）、12月12日㈯（置戸町中央公民館）についてお知らせ済みです）
　「北海道地域防災マスター」は、特別な資格や経験は必要なく、どなたでも応募できます。年齢制限もありませんの
で学生の方でも参加できます。研修を受けることにより防災に関する知識が高まり、気象予報や災害情報を見るとき
に役立ちます。自治会の役員の方などは特に、参加しておくと役立つと思います。釧路会場へ参加される方には、役場
が送迎を行います
　ご不明な点については、役場総務課情報防災係の防災対策専門官が説明しますので、お気軽にお問い合わせくださ
い。送迎を希望される方は、申し込み時にお知らせください。

　本町の「北海道地域防災マスター」の活動状況

▼弟子屈郵便局長などによる役場職員に対する災害図上訓練（ＤＩＧ）

▼ �役場防災対策専門官が指導する町総合防災訓練、川湯中学校の避難訓練、弟子屈高校・弟子屈町保育士連絡協議
会・屈斜路自治会・川湯温泉まち自治会のＤＩＧ、４町内自治会の安否確認訓練、役場職員・各施設・自治会などに
対する防災講話

参加料無料／応募資格なし／試験なし／どなたでも参加できます

　「北海道地域防災マスター」認定研修会

▼日時／10月31日㈯　10時30分～16時30分（役場の送迎車は８時30分出発）

▼場所／釧路市消防本部（釧路市南浜町）

▼内容
　防災講座（昨今の自然災害の状況、各災害に対する心構えなど）
　災害図上訓練（ＤＩＧ）の体験実習
　応急救護の体験実習

▼ �参加料／無料

▼ �応募資格／資格や年齢制限などはありません。

▼定員／100人（定員になり次第、締め切らせていただきます）

▼募集期間／８月19日㈬～９月30日㈬

▼ �申し込み／電話か所定の申込用紙で申し込みください。下記問い合わせ先までご連絡いただければ、申込用紙を
郵送かファクスします。

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）
問い合わせ先／弟子屈町商工会☎４８２‐２２５９

『 夏 おとくDEしょう品券』の使用期限迫る！
　 夏 おとくDEしょう品券の使用期限は９月30日㈬です。期限を過ぎると使用できませんので、ご注意ください。

　しょう品券をお持ちの方は、お早めにご使用ください。
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